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漁業協同組合

　燃油高騰水産業緊急対策まとまる！
　全国一斉休漁実施
　漁業経営危機突破全国漁民集会開催（恵曇港でも漁民集会）
　燃油価格高騰にかかる島根県緊急漁民集会開催
　日本海漁業協議会設立（東京で設立総会）
　燃油高騰対策にかかる緊急要請会（日本海漁業協議会）
　山陰沖漁業対策協議会（燃油価格高騰に関する緊急要請会）
　燃油高騰水産業緊急対策について
　漁業協同組合ＪＦしまね第3回通常総会開催
　会長あいさつ
　平成19年度決算状況
　平成20年度事業計画
　ＪＦしまねインフォメーション
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「漁業を守れ」「燃油高騰に対する必要な補填措置を実施せよ」
とシュプレヒコールで気勢を上げる。　　　　　（島根県緊急漁民集会）
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7
月　

日
、
国
内
で
稼
動
す
る
漁
船
約

15

　

万
隻
、
島
根
県
で
も
約
４
、
４
０
０
隻

20の
漁
船
が
一
斉
休
漁
し
、
燃
油
価
格
高
騰

に
伴
う
経
営
の
苦
境
を
政
府
、
国
民
に
訴

え
た
。

　

こ
の
一
斉
休
漁
に
合
わ
せ
、
Ｊ
Ｆ
し
ま

ね
が
運
営
す
る　

箇
所
の
産
地
卸
売
り

12

市
場
の
全
て
が
休
市
。
ま
た
同
日
朝
、
Ｊ

Ｆ
し
ま
ね
職
員
に
よ
り
、
県
内
主
要
な
駅

を
中
心
に
の
ぼ

り
や
旗
を
立
て

燃
油
価
格
高
騰

を
説
明
す
る
チ

ラ
シ
を
道
行
く

人
に
配
布
し
理

解
を
求
め
た
。

　

全
国
一
斉
休
漁
に
併
せ
、
東
京
・
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
「
漁
業
経
営
危
機
突
破

全
国
漁
民
大
会－

燃
油
価
格
暴
騰
か
ら

食
料
・
漁
民
を
守
れ
！
」
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
漁
業
代
表
者
３
、
０
０
０
人

以
上
が
参
加
し
、
出
席
さ
れ
た
１
０
０

人
以
上
の
自
民
党
国
会
議
員
に
支
援
施

策
の
早
期
実
施
を
求
め
た
。
本
県
か
ら

漁
業
代
表
者　

人
が
参
加
。

60

　

は
じ
め
に
服
部
J
F
全
漁
連
会
長
が

「
燃
油
価
格
の
暴
騰
に
よ
る
漁
業
者
の

窮
状
は
ま
っ
た
な
し
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、

時
間
が
な
い
。
政
治
の
力
で
緊
急
対
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
訴
え
た
。

続
い
て
３
名
の
各
漁
業
関
係
者
代
表
が

現
状
と
打
開
策
を
求
め
る
意
見
表
明
を

行
い
、
大
会
決
議
を
採
択
し
た
。
続
い��������	
������

��������	
��
�������

����������������
�����������

ＪＦしまね省エネルギー操業申し合わせ決議　（低速航行、節電、船底清掃、情報交換等）平成18年８月23日

燃油対策緊急要請活動実施　ＪＦしまね正組合員4,010名連署要請
（島根県知事、島根県議会議長、島根県議会水産振興議員連盟会長）

９月15日

燃油高騰緊急対策基金事業（国102億円）開始平成20年３月 �� 

漁業用燃油使用効率化推進事業（県）開始４月１日

燃油対策緊急要請活動実施　（島根県知事、島根県議会議長、島根県議会水産振興議員連盟会長）５月29日
燃油価格高騰に関する緊急要請集会開催（於東京）※5ページ
主催：山陰沖漁業対策自民党国会議員連盟・山陰沖漁業対策協議会
����������	
����������������������

６月４日

日本海漁業協議会設立　※4ページ
（北海道～宮崎県の日本海に出漁する19漁連・漁協で組織　会長：ＪＦしまね会長　岸　宏）

６月12日

ＪＦしまね燃油価格高騰緊急対策本部設置　��������	
������６月16日

小型いか釣漁業一斉休漁実施　島根県小型いか釣漁業者（5トン以上漁船）110隻休漁６月18日～19日

燃油価格高騰にかかる島根県緊急漁民集会開催　※3ページ６月28日

燃油高騰対策にかかる緊急要請会開催（於東京）※4ページ
主催：日本海漁業協議会��������	��
�
�

７月１日

全国約20万隻が一斉休業実施　島根県約4,400隻が休漁　※2ページ
漁業経営危機突破全国漁民大会開催（於東京）※2ページ
燃油価格高騰にかかる漁民大会開催（恵曇港）※3ページ

７月15日

燃油高騰水産業緊急対策概要認定（自民党）※6ページ７月28日

燃油高騰水産業緊急対策漁業者説明会開催（松江）県内漁業代表者80名出席８月４日

　燃油価格の異常な高騰により漁業経営は出漁見合わせ等、極めて深刻な状況の中で、ＪＦしまね
が全国に先駆けてその対策を呼びかけたのに呼応し、全漁連、全国の漁協系統組織また漁業関係諸
団体が一丸となって、政府・国会に対し抜本的解決策を強く要請して参りました。
　この度新たな「燃油高騰水産業緊急対策」が決定し、8月4日には県内漁業代表者出席のもと事業
説明会を開催したところであり、事業実施に向け現在手続きを進めているところであります。燃油高騰水産業緊急対策まとまる！ 
～これまでの動き～
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て
自
民
党
の
所
信
表
明
と
し
て
、
谷
垣
禎

一
政
務
調
査
会
長
が
「
実
効
性
・
即
効
性

の
あ
る
対
策
を
す
べ
て
出
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。」、
浜
田
靖
一
水
産
総
合
調

査
会
長
が
「
漁
業
者
の
望
む
対
策
を
や
っ

て
い
く
。
我
々
も
一
歩
も
引
か
ぬ
覚
悟

で
臨
ん
で
い
く
。」、
大
島
理
森
水
産
政
策

推
進
議
員
協
議
会
長
が
「
昨
年
末
の
燃
油

高
騰
対
策
の
拡
充
と
新
た
な
ス
キ
ー
ム

を
考
え
る
こ
と
の
2
点
に
つ
い
て
、
党
と

し
て
全
力
で
が
ん
ば
る
」
と
表
明
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
農
林
水
産
省
周
辺
を

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
な
が
ら
デ

モ
行
進
し
気
勢
を
あ
げ
た
。

　

同
日
、
恵
曇
港
（
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
恵
曇
支

所
）
に
お
い
て
も
漁
民
集
会
が
開
催
さ

れ
、
午
前　

：

　

に
湾
内
に
係
船
さ
れ
た

11

00

約　

隻
の
漁
船
か
ら
一
斉
に
汽
笛
が
鳴

20

り
響
き
始
ま
っ
た
集
会
に
は
、
地
元
漁
業

者
を
中
心
に
約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
永
田
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
専
務
は

「
燃
油
の
暴
騰
に
よ
り
漁
業
経
営
が
成

り
立
つ
が
ど
う
か
瀬
戸
際
の
状
況
に
あ

る
。
国
の
抜
本
的
な
支
援
で
改
善
で
き

る
最
大
限
の
要
請
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

今
後
も
漁
業
者
と
一
緒
に
な
り
力
強
く

運
動
を
展
開
し
て
行
き
た
い
」
と
挨
拶
を

し
た
。

　

来
賓
の
浅
野
県
議
会
水
産
振
興
議
員

連
盟
顧
問
か
ら
「
漁
民
の
声
を
具
現
化
し

対
策
が
早
急
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
県
議

会
と
し
て
も
死
に
物
狂
い
で
取
り
組
ん

で
い
く
。
そ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
力
強
い
お

言
葉
を
頂
い

た
。

　

続
い
て
Ｊ

Ｆ
し
ま
ね
御

津
出
張
所
所

属
・
金
崎
幸

徳
氏
よ
り
燃

油
価
格
高
騰

分
の
補
填
措

置
を
求
め
る

決
議
文
が
朗

読
さ
れ
採
択

し
、
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル

で
気
勢
を
上

げ
た
。

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
燃
油
価
格
高
騰
緊
急
対

策
本
部（
本
部
長：

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
会
長
）

は
去
る
6
月　

日
に
「
燃
油
価
格
高
騰

28

に
か
か
る
島
根
県
緊
急
漁
民
集
会
」
を

県
下
漁
業
関
係
者
約
３
０
０
人
を
結
集

し
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
岸
会
長
が
「
現
在
の
燃
油

の
異
常
な
高
騰
は
、
何
ら
な
す
術
も
な

く
、
座
し
て
死
を
待
つ
し

か
な
い
。
漁
業
が
倒
れ
れ

ば
漁
業
の
再
興
、
漁
村
の

再
構
築
は
有
り
得
な
い
。

一
糸
乱
れ
に
ぬ
方
向
性
を

持
っ
て
、
漁
業
者
と
一
緒

に
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
邁
進

し
て
行
き
た
い
」
と
強
く

訴
え
た
。
続
い
て
来
賓
挨

拶
の
中
で
、
青
木
幹
雄
参

議
院
議
員
は
「
今
の
漁
民
、

漁
業
が
置
か
れ
て
い
る
状

態
は
完
全
な
災
害
で
あ

る
。
国
は
直
ち
に
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
更
な
る
措
置
を

求
め
る
姿
勢
を
示
し
た
。

　

続
い
て
３
名
の
漁
業
代
表
者
か
ら
の

意
見
表
明
で
は
そ
れ
ぞ
れ
漁
業
、
漁
村

の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
早
急
な
対
策

が
求
め
ら
れ
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
恵
曇
支
所

所
属
・
山
下
和
雄
氏
よ
り
力
強
く
決
議

文
が
朗
読
さ
れ
採
択
さ
れ
た
。

　

集
会
の
最
後
に
は
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
で
気
勢
を
上
げ
た
。 � 
（
表
紙
写
真
）
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要
請
は
、
は
じ
め
に
岸
会
長
が
「
昨

年
末
の
補
正
予
算
で
１
０
２
億
円
の
緊

急
対
策
基
金
を
創
設
し
て
も
ら
い
、
こ

れ
で
一
安
心
と
思
っ
た
が
、
そ
の
後
の

高
騰
は
異
常
で
あ
り
、
と
て
も
基
金
で

し
の
ぐ
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
コ
ス
ト

上
昇
分
を
価
格
転
嫁
す
る
術
の
な
い
漁

業
者
は
、
座
し
て
死
を
待
つ
し
か
な

い
。
ま
た
、
体
力
の
あ
る
漁
業
者
、
若

く
て
有
能
な
後
継
漁
業
者
が
漁
業
に
見

切
り
を
つ
け
、
転
業
、
廃
業
す
れ
ば
漁

業
・
漁
村
は
崩
壊
し
、
安
全
・
安
心
な

国
産
水
産
物
の
供
給
が
行
え
な
く
な

る
。
こ
の
窮
状
打
開
の
唯
一
の
道
は
、

燃
油
価
格
に
対
す
る
補
て
ん
措
置
し
か

　

日
本
海
漁
業
協
議
会
（
会
長：

岸
宏

J
F
し
ま
ね
会
長　

日
本
海
側　

道
府

19

県
漁
連
・
漁
協
で
構
成
）
で
は
去
る
７

月
１
日
に
「
燃
油
高
騰
対
策
に
か
か
る

緊
急
要
請
会
」
を
開
催
し
谷
垣
禎
一
自

民
党
政
調
会
長
、
若
林
正
俊
農
林
水
産

大
臣
、
本
県
の
青
木
幹
雄
参
議
院
議

員
、
細
田
博
之
衆
議
院
議
員
、
竹
下
亘

衆
議
院
議
員
ほ
か　

名
の
国
会
議
員
の

62

出
席
の
下
、
危
機
に
瀕
し
た
漁
業
者
の

窮
状
に
対
す
る
理
解
と
燃
油
高
騰
対
策

を
求
め
る
要
望
を
行
っ
た
。

��������	
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�����������

　

最
近
の
急
激
な
燃
油
価
格
の
高
騰
に

よ
り
、
全
国
の
漁
業
者
に
出
漁
の
断
念

や
廃
業
者
発
生
な
ど
極
め
て
深
刻
な
事

態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
海
で
操
業

す
る
道
府
県
の
漁
民
の
連
帯
と
協
同
に

よ
っ
て
共
通
す
る
諸
問
題
解
決
の
効
果

的
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
日
本

海
漁
業
協
議
会
が
去
る
６
月　

日
に
設

12

立
さ
れ
た
。

　

本
協
議
会
は
、
北
海
道
漁
連
か
ら
宮

崎
県
漁
連
ま
で
の　

県
漁
連
・
漁
協
で

19

組
織
し
て
お
り
、
会
長
に
は
呼
び
掛
け

人
代
表
の
岸
宏
J
F
し
ま
ね
代
表
理
事

会
長
、
副
会
長
に
小
川
栄
J
F
い
し
か

わ
代
表
理
事
組
合
長
、
川
端
勲
J
F
長

崎
漁
連
代
表
理
事
会
長
が
選
任
さ
れ

た
。

　

設
立
総
会
で
は
、
発
起
人
を
代
表
し

て
、
岸
J
F
し
ま
ね
会
長
が
「
急
激
な

燃
油
高
騰
が
進
む
な
か
、
こ
れ
ま
で
日

本
海
側
の
同
じ
思
い
の
県
が
そ
れ
ぞ
れ

国
や
国
会
な
ど
に
要
請
活
動
を
し
て
き

た
が
、
従
来
の
政
策
の
延
長
線
で
は
打

開
策
は
見
え
な
い
。
革
命
的
な
政
策
を

求
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
は

我
々
が
協
力
し
て
石
垣
を
積
み
上
げ
て

土
台
を
作
り
、
こ
れ
を
も
と
に
J
F
全

漁
連
や
大
日
本
水
産
会
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
、
こ
の
窮
状
を
打

開
す
べ
き
行
動
を
起
こ
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。
続
い
て
こ
れ
か
ら

の
活
動
計
画
と
し
て
、
７
月
１
日
に
関

係　

道
府
県
の
自
民
党
国
会
議
員
・
水

19
産
庁
を
招
い
て
「
燃
油
高
騰
対
策
に
か

か
る
緊
急
要
請
会
」
の
開
催
を
決
定
し

た
。

��������	
����������
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続
い
て
、
櫻
庭
J
F
北
海
道
ぎ
ょ
れ

ん
会
長
、
中
谷
J
F
い
し
か
わ
副
組
合

長
、
上
野
J
F
鹿
児
島
漁
連
会
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
浜
の
窮
状
報
告
と
早
急
な
緊

急
対
策
を
求
め
る
意
見
表
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
浜
田
水
産
総
合
調
査
会

長
、
福
井
水
産
部
会
長
、
青
木
参
議
院

議
員
か
ら「
ま
さ
に
激
甚
災
害
で
あ
り
、

予
算
が
ど
う
の
、
制
度
が
ど
う
の
言
っ

て
い
ら
れ
な
い
。
理
屈
で
は
な
い
。
漁

業
者
が
安
心
し
て
生
活
を
出
来
る
体
制

を
つ
く
る
べ
き
だ
。
そ
の
際
、
わ
れ
わ

れ
自
民
党
が
政
治
力
を
発
揮
し
具
体
的

に
し
っ
か
り
し
た
政
策
を
打
ち
出
す
べ

き
だ
。」
と
力
強
い
意
見
が
出
さ
れ
、
緊

急
要
請
会
は
終
了
し
た
。

　

要
請
会
終
了
後
、
伊
吹
文
明
自
民
党

幹
事
長
、
二
階
俊
弘
自
民
党
総
務
会
長
、

古
賀
誠
自
民
党
選
挙
対
策
委
員
長
、
町

村
信
孝
内
閣
官
房
長
官
、
額
賀
福
志
郎

財
務
大
臣
に
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

��������	
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��������	
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島
根
県
、
鳥
取
県
、
兵
庫
県
の
漁
協
・

漁
連
、
漁
業
関
係
者
で
組
織
す
る
「
山

陰
沖
漁
業
対
策
協
議
会
」（
会
長：

岸
宏

J
F
し
ま
ね
会
長
）
と
３
県
の
知
事
、

山
陰
沖
漁
業
対
策
自
民
党
国
会
議
員
連

盟
が
去
る
６
月
４
日
、
東
京
に
お
い
て

「
燃
油
価
格
高
騰
に
関
す
る
緊
急
要
請

集
会
」
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
岸
会
長
が
燃
油
価
格
高

騰
に
よ
る
窮
状
の
抜
本
的
打
開
策
と
し

て
、
燃
油
価
格
に
対
す
る
補
て
ん
措
置

を
早
急
に
講
ず
る
よ
う
強
く
要
請
し

た
。
さ
ら
に
３
県
の
知
事
、
副
知
事
、

各
県
漁
業
関
係
者
か
ら
状
況
報
告
が
あ

り
、
本
県
か
ら
島
根
県　

ト
ン
型
い
か

19

つ
り
漁
業
協
議
会
の
中
井
会
長
が
「
今

の
燃
油
価
格
高
騰
は
ま
さ
に
災
害
で
あ

る
。
国
、
政
府
は
緊
急
な
対
策
措
置
を

早
急
に
講
じ
な
い
と
我
々
は
死
ん
で
し

ま
う
。」
と
厳
し
い
状
況
を
訴
え
た
。

　

要
請
に
対
し
青
木
幹
雄
参
議
院
議
員

か
ら
「
こ
の
原
油
価
格
の
高
騰
は
災
害

に
匹
敵
す
る
。
従
来
と
違
う
抜
本
的
対

策
が
必
要
で
あ
る
。」と
の
後
押
し
が
あ

り
、
山
田
水
産
庁
長
官
か
ら
、「
燃
油
価

格
の
高
騰
分
を
魚
価
に
転
嫁
出
来
な
い

漁
業
の
特
殊
性
な
ど
を
踏
ま
え
、
関
係

国
会
議
員
と
相
談
し
な
が
ら
対
応
策
を

検
討
し
た
い
。」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

��������	
��������

な
い
。
し
か
も
一
刻
の
猶
予
も
出
来
な

い
ほ
ど
深
刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
８
月

の
臨
時
国
会
の
冒
頭
補
正
で
お
願
い
し

た
い
。」
と
強
く
訴
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
谷
垣
政
調
会
長
は

「
昨
年
の
緊
急
対
策
時
よ
り
は
る
か
に

高
騰
し
て
い
る
。
補
正
予
算
も
視
野

に
、
党
と
し
て
支
援
策
を
考
え
て
行
き

た
い
。」、
若
林
農
林
水
産
大
臣
も
「
農

林
水
産
大
臣
と
し
て
、
抜
本
的
解
決
策

に
つ
い
て
具
体
的
に
詰
め
、
窮
状
打
開

に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い
。」と
返
答

が
あ
っ
た
。
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□
第
2
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
計

20

画
及
び
収
支
見
込
書

の
承
認
を
求
め
る
件

□
第
3
号
議
案　

平
成　

年
度
に
お
け

20

る
借
入
金
の
最
高
限

度
額
決
定
の
件

□
第
4
号
議
案　

平
成　

年
度
内
に
お

20

け
る
理
事
及
び
監
事

の
報
酬
決
定
の
件

□
第
5
号
議
案　

定
款
の
一
部
変
更
に

関
す
る
件

□
第
6
号
議
案　

組
合
員
資
格
審
査
規

程
の
制
定
に
関
す
る

件

□
第
7
号
議
案　

役
員
選
任
規
定
の
一

部
変
更
に
関
す
る
件

□
第
8
号
議
案　

規
約
の
一
部
変
更
に

関
す
る
件

□
第
9
号
議
案　

監
事
監
査
細
則
の
一

部
変
更
に
関
す
る
件

□
第　

号
議
案　

平
成　

年
度
賦
課
金

10

20

の
徴
収
に
関
す
る
件

　

全　

議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ

10

た
。
ま
た
特
別
決
議
と
し
て
「
燃
油
価

格
高
騰
対
策
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て

提
案
し
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
総
代
会

は
終
了
し
た
。

　

���� ��

���� ���������	
� ����� �����
　

去
る
6
月　

日
（
土
）
午
前　

時
よ

28

10

り
ホ
テ
ル
一
畑
（
松
江
市
千
鳥
町
）
で

出
席
総
代
1
4
2
名
（
内
本
人
出
席

1
0
7
名
、
書
面
に
よ
る
も
の　

名
）

33

に
よ
り
第
３
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

総
会
で
は
冒
頭
に
岸
宏
J
F
し
ま
ね

会
長
が
挨
拶
し
、
引
続
き
来
賓
の
溝
口

善
兵
衛
島
根
県
知
事
、
園
山 
繁
島
根
県

議
会
農
水
商
工
委
員
長
か
ら
祝
辞
を
戴

い
た
。

　

続
い
て
議
事
に
移
り
、
議
長
に
多
伎

地
区
・
柳
楽
和
利
総
代
が
選
任
さ
れ
、

以
下

□
第
1
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
報

19

告
書
、
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
、

並
び
に
損
失
処
理
案

の
承
認
を
求
め
る
件
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本
日
、
第
３
回
通
常
総
代
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
公
私
何
か
と
ご

多
繁
の
央
、
溝
口
島
根
県
知
事
様
、
園

山
県
議
会
農
水
商
工
委
員
長
様
、
岡
本

県
議
会
水
産
振
興
議
員
連
盟
会
長
様
、

中
島
県
議
様
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓

の
ご
臨
席
の
も
と
各
地
区
総
代
の
皆
様

方
の
ご
出
席
を
戴
き
、
盛
大
に
開
催
で

き
ま
す
事
を
先
ず
も
っ
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成　

年
度
の
本
県
漁
獲
高

19

は
、
生
産
量　

万
８
千
ト
ン
、
生
産
額

12

は
２
４
６
億
円
と
基
幹
漁
業
で
あ
る
旋

網
の
大
幅
な
伸
長
と
、
沖
合
底
曳
、
カ

ニ
カ
ゴ
漁
業
等
の
堅
調
な
推
移
に
支
え

ら
れ
、
前
年
を
上
回
る
実
績
と
な
り
ま

し
た
事
は
、
漁
業
者
各
位
の
不
断
の
ご

努
力
の
賜
と
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
漁
業
を
取
り
ま
く

環
境
は
永
年
の
懸
案
で
あ
る
日
韓
暫
定

水
域
問
題
に
加
え
、
一
昨
年
秋
頃
よ
り

上
げ
基
調
で
推
移
し
て
来
た
燃
油
価
格

が
昨
年
下
期
か
ら
は
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
の

国
際
金
融
市
場
へ
の
参
入
等
の
要
因
に

よ
り
異
常
高
騰
を
続
け
漁
業
経
営
を
直

撃
し
、
今
や
全
国
の
漁
業
・
漁
村
は
真

に
息
の
根
を
止
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
私
共
漁
業

者
は
、
省
エ
ネ
操
業
の
導
入
等
懸
命
に

自
助
努
力
を
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
最

早
限
界
を
超
え
、
燃
油
高
騰
分
を
価
格

に
転
嫁
す
る
術
の
な
い
我
々
漁
業
者
が

こ
の
窮
状
を
打
開
し
、
水
産
食
料
供
給

産
業
と
し
て
国
家
的
使
命
を
果
た
す
為

に
は
、
中
長
期
的
に
魚
価
向
上
対
策
へ

の
取
組
を
先
ず
自
ら
が
強
化
す
る
一

方
、
私
共
に
と
っ
て
は
ど
う
す
る
事
も

で
き
な
い
『
激
甚
災
害
』
と
も
言
え
る

燃
油
価
格
高
騰
分
に
つ
い
て
緊
急
対
策

と
し
て
国
に
価
格
補
て
ん
を
求
め
る
の

が
唯
一
の
道
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
実

現
の
為
、
積
極
的
に
運
動
を
展
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
県
当
局

に
お
か
れ
て
は
全
国
に
先
が
け
て
、
県

単
事
業
に
よ
る
漁
業
用
燃
油
使
用
効
率

化
推
進
事
業
を
創
設
し
て
戴
く
一
方
、

溝
口
知
事
さ
ん
が
先
頭
に
立
ち
県
議
会

の
先
生
方
と
共
に
国
に
諸
対
策
の
要
請

を
し
続
け
て
戴
い
て
い
る
事
に
対
し
、

誠
に
力
強
く
深
く
感
謝
致
し
て
い
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
漁
業
者
は
今
は
一
丸
と
な
っ
て

歯
を
く
い
し
ば
り
、
か
っ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
こ
の
難
局
を
な
ん
と
し
て

も
乗
り
切
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
本
日
は
総
代
会
終
了

後
、
青
木
先
生
、
細
田
先
生
ま
た
溝
口

知
事
さ
ん
、
県
議
会
か
ら
も
お
出
か
け

を
戴
い
て
、
漁
民
集
会
を
開
催
し
て
政

府
国
会
或
い
は
広
く
一
般
消
費
者
の
方

に
も
、
現
在
の
漁
業
者
が
お
か
れ
て
い

る
窮
状
と
い
う
も
の
を
訴
え
ま
た
理
解

を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
も
の
を
背
景
に
し
な
が

ら
こ
れ
か
ら
の
緊
急
対
策
を
本
県
選
出

国
会
議
員
で
あ
り
ま
す
青
木
先
生
、
細

田
先
生
、
竹
下
先
生
の
ご
支
援
を
頂
戴

し
て
強
力
に
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
組
合
員
各
位
の
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
決
算
の
結
果
は
、
燃

19

油
価
格
対
策
と
し
て
の
２
円
の
値
引
処

理
或
い
は
諸
引
当
金
等
計
上
後
、
当
期

剰
余
金
は
1
億
１
千
５
百
万
円
と
な
り

全
額
を
繰
越
欠
損
金
に
充
当
す
る
事
と

致
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
平
成　

年
度
事
業
計
画
に
つ
き

20

ま
し
て
は
当
面
す
る
最
大
の
課
題
で
あ

り
ま
す
燃
油
価
格
対
策
に
全
力
を
傾
注

し
て
参
り
ま
す
と
共
に
、
実
質
合
併
３

年
目
の
節
目
と
し
て
、
計
画
通
り
合
併

時
持
込
欠
損
金
の
解
消
を
図
る
と
共

に
、
自
立
経
営
基
盤
確
立
に
向
け
て
役

職
員
、
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
み

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
平
成　

年
度
決
算
、
平
成

19

　

年
度
事
業
計
画
の
他
に
諸
案
件
を
上

20程
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
充
分
に
ご
審

議
の
上
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
開
会
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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貸 借 対 照 表
■平成20年３月31日現在 ������������������������������������������� （単位：円）

損 益 計 算 書
■平成19年４月１日から平成20年３月31日まで ���������������������������������������������������� （単位：円）

金　　　　額科　　　　目
2,815,200,308１　事業総利益
440,615,719　　信用事業総利益
88,216,810　　共済事業総利益
671,488,249　　購買事業総利益
1,466,528,035　　販売事業総利益
62,552,079　　製氷冷凍事業総利益
23,972,441　　加工事業総利益
16,646,113　　利用事業総利益

△ 10,023,576　　漁業自営事業総利益
133,974　　漁場利用事業総利益

50,373,037　　指導事業収支差額
4,697,427　　無線事業収支差額

2,795,161,661２　事業管理費
1,922,928,238（１）人件費
15,794,821（２）旅費交通費
101,393,012（３）業務費

負債及び純資産資　　　　産
金　　額科　　　　目金　　額科　　　　目

（　負債の部　）（　資産の部　）
43,555,286,907１　信用事業負債41,189,152,363１　信用事業資産
162,719,031２　共済事業負債89,458,259２　共済事業資産

2,901,481,054３　流動負債4,058,724,168３　流動資産
0（１）支払手形1,220,000（１）受取手形

2,626,626,498（２）経済事業未払金3,198,798,235（２）経済事業未収金
0（３）短期借入金139,620,107（３）経済事業雑資産

15,028,607（４）経済事業雑負債1,077,737,691（４）棚卸資産
0（５）賦課金仮受金214,117,853（５）その他の流動資産

10,237,300（６）未払法人税等△ 572,769,718（６）貸倒引当金
249,588,649（７）その他の流動負債

1,176,805,894４　固定負債8,465,082,729４　固定資産
393,442,494（１）長期借入金5,332,280,683（１）有形固定資産
746,298,887（２）受入保証金12,798,964,820減価償却資産
36,827,450（３）出資預り金△ 9,557,252,589減価償却累計額
237,063（４）その他の固定負債2,067,597,552土地

2,551,440,793５　諸引当金22,970,900建設仮勘定
119,082,000（１）賞与引当金20,898,271（２）無形固定資産
2,427,358,793（２）退職給付引当金2,423,377,002（３）外部出資

5,000,000（３）遭難救助引当金1,879,807,093系統出資
18,992,842６　繰延税金負債543,569,909系統外出資
21,257,712７　再評価に係る繰延税金負債5,342,980（４）長期特定資産

50,387,984,233負債の部合計1,310,653,792（５）その他の固定資産
（　純資産の部　）△ 627,469,999（６）貸倒引当金

3,414,530,000１　出資金
10,975,068２　資本準備金139,279,219５　繰延資産

0３　再評価積立金
37,461,072４　利益剰余金
76,943,449（１）利益準備金

△ 39,482,377（２）その他利益剰余金
29,818,689　　　特別積立金

△ 69,301,066　　　当期末処分剰余金
（115,155,404)　　　（うち当期剰余金）
3,462,966,140組合員資本合計
42,077,392１　その他有価証券評価差額金
48,668,973２　土地再評価差額金
90,746,365　　評価・換算差額等合計

3,553,712,505純資産の部合計
53,941,696,738負債及び純資産の部合計53,941,696,738資産の部合計

※
平
成　

年
度　

決
算
状
況

19

　

平
成　

年
度
決
算
の
概
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

19

　

本
組
合
事
業
に
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
組
合
員
各

位
、
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

金　　　　額科　　　　目
90,545,870（４）諸税負担金
362,529,597（５）施設費
277,039,372（６）減価償却費
24,930,751（７）雑費
20,038,647　　　　【事業利益】

2,950,817,428３　事業外収益
2,822,284,722４　事業外費用

148,571,353　　　　【経常利益】

189,643５　特別利益
24,592,592６　特別損失
124,168,404　　　　【税引前当期利益】
9,013,000法人税・住民税及び事業税

115,155,404　　　　【当期剰余金】
△ 184,456,470　　　　【前期繰越剰余金】
△ 69,301,066　　　　【当期未処分剰余金】
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平
成　

年
度
の
事
業
推
進
に
当
っ
て

20

は
繰
越
欠
損
金
の
解
消
を
図
る
と
共
に

合
併
3
年
目
の
区
切
り
の
年
と
し
て

「
組
合
員
所
得
の
向
上
」「
安
全
、
安

心
、
新
鮮
な
し
ま
ね
の
魚
」「
地
域
社
会

へ
の
貢
献
」
を
目
標
に
当
面
す
る
緊
急

課
題
解
決
に
向
け
て
の
「
漁
政
活
動
積

極
的
展
開
」
自
立
経
営
基
盤
確
立
に
向

け
て
の
「
事
業
組
織
の
強
化
」「
職
場

意
識
改
革
高
揚
」
を
柱
に
将
来
展
望
を

切
り
開
く
べ
く
役
職
員
、
組
合
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

重重重重重重重重重重重
点点点点点点点点点点点
推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進
事事事事事事事事事事事
項項項項項項項項項項項

１
・
販
売
事
業

①
組
合
員
の
組
合
市
場
の
全
利
用
体
制

に
務
め
る
。

②
仲
買
人
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、

組
合
自
ら
が
買
参
権
を
積
極
的
に
行
使

し
、
販
売
力
を
高
め
る
。

③
組
合
員
・
市
場
・
消
費
者
へ
の
情
報

提
供
・
情
報
発
信
に
努
め
、
魚
価
向
上

を
目
指
す
。

２
・
購
買
事
業

①
石
油
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
急
騰

す
る
価
格
に
対
し
適
切
に
対
応
し
な
が

ら
、
物
の
確
保
と
安
価
仕
入
れ
に
取
り

組
む
。

②
魚
函
に
つ
い
て
は
、
組
合
員
の
全
利

用
に
務
め
る
と
と
も
に
安
定
供
給
体
制

を
確
立
す
る
。

③
一
般
資
材
に
つ
い
て
は
、
本
所
・
支

所
間
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
適
正
在
庫

に
努
め
る
。

３
・
信
用
事
業

①
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
を
受
給
窓
口
に
指
定
さ

れ
た
年
金
受
給
者
の
方
に
対
す
る
会
員

組
織
「
ほ
っ
と
倶
楽
部
」
の
充
実
強
化

を
図
り
、
以
っ
て
年
金
受
給
者
口
座
の

獲
得
増
加
を
重
点
目
標
と
し
て
取
り
組

む
。

②
島
根
県
基
幹
漁
業
構
造
再
編
計
画
を

活
用
し
、
該
当
漁
業
者
の
経
営
改
善
を

主
眼
に
相
談
機
能
の
強
化
を
目
指
す
。

③
信
用
事
業
の
実
施
基
準
で
あ
る
各
法

的
規
制
へ
の
積
極
対
応
を
行
い
、
事
務

改
善
の
取
り
組
み
に
よ
り
早
急
な
県
域

指
定
解
除
と
体
制
整
備
に
よ
り
社
会
的

信
頼
性
の
向
上
に
努
め
る
。

４
・
共
済
事
業

①
Ｊ
Ｆ
共
済
の
チ
ョ
コ
ー
は
、
浜
の
み

ん
な
が
元
気
に
暮
ら
す
お
手
伝
い
と
し

て
、
万
一
の
場
合
を
生
涯
保
障
と
す
る

終
身
保
障
を
主
体
に
加
入
者
を
増
大

し
、
チ
ョ
コ
ー
保
有
高
の
増
加
を
目
指

す
。

②
Ｊ
Ｆ
共
済
の
く
ら
し
は
、
貯
蓄
を
し

な
が
ら
建
物
や
家
財
な
ど
を
火
災
や
自

然
災
害
か
ら
守
る
総
合
的
な
補
償
で
あ

り
、
自
然
災
害
の
損
害
に
対
し
て
も
安

心
で
き
る
補
償
提
供
を
目
指
し
加
入
者

の
増
大
に
努
め
る
。

５
・
そ
の
他
の
事
業

①
冷
凍
冷
蔵
事
業
に
つ
い
て
は
、
販
売

部
門
と
の
連
携
を
強
化
し
、
魚
価
安
定

に
努
め
稼
働
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
コ
ス
ト
削
減
に
努
力
す
る
。

②
製
氷
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
境
港
工

場
の
稼
動
に
併
せ
周
辺
地
域
の
供
給
体

制
を
再
構
築
し
機
能
強
化
を
図
る
。
ま

た
、
浜
田
・
仁
摩
の
両
工
場
を
軸
に
稼

働
率
の
向
上
、
供
給
体
制
の
強
化
を
図

る
。

③
加
工
事
業
に
つ
い
て
は
、
指
導
・
販

売
部
門
と
連
携
し
、
新
た
な
商
品
開
発

を
す
す
め
、
付
加
価
値
向
上
を
目
指

す
。
ま
た
、
施
設
の
収
益
性
及
び
必
要

性
を
考
慮
し
た
事
業
の
存
続
を
検
討
す

る
。

④
無
線
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か

ら
運
用
を
開
始
し
た
「
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁

業
無
線
局
」
を
有
効
に
活
用
し
、
組
合

員
へ
の
気
象
情
報
及
び
海
上
防
災
情

報
、
ま
た
漁
海
況
速
報
の
提
供
に
よ
る

海
難
事
故
の
未
然
防
止
と
操
業
能
率
の

向
上
に
努
め
る
。

⑤
管
理
・
財
務
体
制
に
つ
い
て
は
、
経

営
基
盤
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た

め
、
管
理
運
営
体
制
の
強
化
を
図
り
、

財
務
体
質
の
向
上
に
向
け
広
範
な
角
度

か
ら
の
財
務
内
容
の
検
討
を
加
え
、
ま

た
そ
の
整
備
に
努
め
る
。

⑥
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
海

里
水
域
対
策
、
日
韓
・
日
中
漁
業
協
定

関
連
漁
業
振
興
対
策
、
基
金
構
想
事
業

の
推
進
、
ま
た
漁
業
再
構
築
対
策
・
担

い
手
後
継
者
育
成
対
策
・
繁
殖
保
護
・

漁
場
管
理
・
資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進
・

営
漁
指
導
・
生
産
、
販
売
流
通
対
策
等

の
漁
業
振
興
対
策
を
行
う
こ
と
と
す

る
。
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金　額科　　　　目

2,747,977１　事業総利益

388,236　　【信用事業総利益】

91,551　　【共済事業総利益】

607,608　　【購買事業総利益】

1,317,094　　【販売事業総利益】

147,972　　【買取販売事業総利益】

-13,330　　【冷凍冷蔵事業総利益】

109,652　　【製氷冷凍事業総利益】

31,416　　【加工事業総利益】

29,033　　【利用事業総利益】

-6,160　　【その他事業総利益】

3,640　　【無線事業収支差額】

41,265　　【指導事業収支差額】

2,632,519２　事業管理費

1,810,455　　（１）人件費

15,403　　（２）旅費交通費

102,840　　（３）業務費

23,352　　（４）負担金

353,815　　（５）施設費

236,625　　（６）減価償却費

23,507　　（７）雑費

115,458（事業利益）

217,707３　事業外収益

118,888４　事業外費用

214,277（経常利益）

7,750５　特別利益

1,827６　特別損失

220,200（税引前当期剰余金）

10,000　　法人税・住民税

210,200（当期剰余金）

平成20年度収支計画
■平成20年４月１日から平成21年３月31日 ���������� （単位：千円）

　

総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
賦
課
金
の
徴
収
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
賦
課
金
の
金
額

　

正
組
合
員　

年
間
３
、
０
０
０
円

　

准
組
合
員　

年
間
２
、
０
０
０
円

②
徴
収
期
間
及
び
徴
収
方
法

　

平
成　

年
８
月　

日
ま
で
に
本
組
合
口
座

20

31

に
口
座
振
替
又
は
振
り
込
み
等
に
よ
っ
て
納

入
す
る
。

　

平
成　

年
度
J
F
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
賦

20

課
金
徴
収
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１.

賦
課
理
由 

　

定
款
第　

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
漁
業
用

20

無
線
事
業
経
費
に
充
て
る
た
め
当
該
事
業
を

利
用
す
る
組
合
員
に
賦
課
金
を
徴
収
す
る
。

２.

賦
課
金

平成20年度主要事業取扱計画
■平成20年４月１日から平成21年３月31日 ������������ （単位：千円）

備　考金　　　額部　門

8,715,423石 油 類

購 買 事 業

経

済

事

業

1,367,940資 材 類

10,083,363合　計

25,999,856受託販売取扱高

販 売 事 業 5,514,907買 取 販 売

31,514,763合　計

1,566,159冷凍品販売高

冷凍冷蔵事業 181,153保 管 料

1,747,312合　計

598,004氷 供 給 高製 氷 事 業

193,300加工品販売高

加 工 事 業 11,100受 入 加 工 料

204,400合　計

262,693受 入 利 用 料利 用 事 業

242,380販 売 高漁協自営事業

44,652,915経済事業総取扱高

27,100,000預 け 金

信　用　事　業
5,607,000有 価 証 券

8,918,000貸 出 金

42,501,000貯 金

51,000,000普通厚生共済

長期共済保有高
共

済

事

業

15,000,000生活総合共済

66,000,000合　計

60,000ね ん き ん

11,500,000乗組員厚生共済

短期共済保有高 21,500,000火 災 共 済

33,000,000合　計

��
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

沖
合
底
曳
網（
２
そ
う
曳
１
ヶ
統
）

沖
合
底
曳
網
（
１
そ
う
曳
）

旋
網（
1
0
0
ｔ
以
上
船
１
隻
あ
た
り
）

旋
網（
1
0
0
ｔ
未
満
船
１
隻
あ
た
り
）

�
�
�
�
�
�
�
�

　

メ
ガ　

Ｄ
Ｓ
Ｂ　
　

１
Ｗ

27
　

メ
ガ　

Ｓ
Ｓ
Ｂ　
　
　

Ｗ

27

25

　

メ
ガ　

Ｄ
Ｓ
Ｂ　
　

５
Ｗ

40
　

メ
ガ
Ｄ
Ｓ
Ｂ
５
Ｗ
（
准
加
入
）

40※
無
線
機
併
設
船
に
つ
い
て
は
、
高
額
な
方
の
賦
課
額
と
す
る
。

��
�

�

２
１
６
、
０
０
０
円

１
０
８
、
０
０
０
円

１
０
０
、
０
０
０
円

搭
載
す
る
無
線
機
種
別
賦
課
額
と
す
る

１
６
、
８
０
０
円

３
０
、
０
０
０
円

３
０
、
０
０
０
円

３
６
、
０
０
０
円

３.
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法 

　

平
成　

年　

月　

日
ま
で
に
口
座
振
替
を

20

10

31

原
則
に
納
付
す
る
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
５
２
―

２
１
―

０
０
０
１
� 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
５
２
―

２
７
―

６
１
３
０ 

 

〒
　
　 

島
根
県
松
江
市
御
手
船
場
町
５
７
５

６９０-
０００７

編
集
兼
発
行
人
／
漁
業
協
同
組
合
　
し
ま
ね

JF

168
号 
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編
集
後
記

会　

長

副
会
長

〃
委　

員
〃〃

会
計
監
事

〃

青
山　

幸
子
（
恵
曇
漁
協
女
性
部
）

藤
井
多
津
江
（
多
伎
町
漁
協
女
性
部
）

林　
　

喜
恵
（
五
十
猛
漁
協
婦
人
部
）

木
村　

京
子
（
美
保
関
町
漁
協
女
性
部
）

吉
田　

寿
美
（
浜
田
地
区
女
性
部
）

大
新　

君
枝
（
浦
郷
漁
協
女
性
部
）

金
川　

俊
子
（
国
府
地
区
女
性
部
）

林　

千
枝
子
（
西
郷
漁
協
女
性
部
）

　

去
る
6
月　

日
（
土
）、
大
田
市
の
地

21

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
島

根
県
小
型
機
船
漁
業
協
議
会
第　

回
通

19

常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

木
村
武
好
会
長
の
開
会
挨
拶
に
引
き

続
き
、
的
場
県
農
林
水
産
部
次
長
、
藤

山
県
議
会
議
員
、
和
田
県
議
会
議
員
、

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
岸
会
長
か
ら
の
来
賓
挨
拶

を
頂
き
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
長
に
、
久
手
出
張
所
所
属
／
海
幸

丸
の
渡
邊
泰
行
氏
が
選
任
さ
れ
、
平
成

　

年
事
業
報
告
・
収
支
決
算
書
、
平
成　

19

20

年
度
事
業
計
画
・
会
費
収
入
・
収
支
予

算
書
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

　

ま
た
特
別
決
議
と
し
て
「
燃
油
価
格

高
騰
対
策
に
関
す
る
件
」
に
つ
い
て
提

案
さ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
事
務
局
、
及
び
県
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
、
浜
田
水
産
事
務
所
よ
り

協
議
報
告
事
項
の
説
明
が
な
さ
れ
総
会

は
終
了
し
た
。

□
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第　

回
島
根
県
漁
協
女
性
部
連
合
会

52

（
以
下
、
県
女
性
連
）
通
常
総
会
が
、

６
月　

日
、
ホ
テ
ル
一
畑
（
松
江
市
）

13

に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

青
山
会
長
の
挨
拶
に
先
立
ち
、
永
ら

く
県
女
性
連
の
振
興
、
発
展
に
尽
瘁
頂

き
、
去
る
６
月　

日
に
ご
逝
去
さ
れ
た

10

県
女
性
連
元
会
長
土
田
信
子
氏
に
対
し

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

総
会
で
は
平
成　

年
度
事
業
報
告
及

19

び
収
支
決
算
書
、
平
成　

年
度
事
業
計

20

画
及
び
収
支
予
算
書
、
平
成　

年
度
会

20

費
の
賦
課
並
び
に
徴
収
方
法
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
、
全
議

案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
新
役
員

は
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

去
る
6
月
7
日
（
土
）
午
前　

時
よ

10

り
大
田
商
工
会
議
所
（
大
田
市
）
に
お

い
て
、
島
根
県
漁
協
青
年
部
連
合
会
に

よ
る
「
島
根
県
若
い
漁
業
者
の
つ
ど
い
」

が
約　

名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
た
。

50

　

冒
頭
に
あ
た
り
、
5
月　

日
に
ご
逝

11

去
さ
れ
た
青
年
部
連
合
会
顧
問
・
森
田

晟
彦
氏
に
対
し
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
祈

り
黙
祷
を
捧
げ
、
福
間
会
長
の
開
会
挨

拶
に
引
き
続
き
、
北
沢
県
水
産
課
長
、

築
谷
J
F
し
ま
ね
常
務
よ
り
来
賓
挨
拶

を
頂
き
講
演
の
部
に
入
っ
た
。

　

県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
村
山
科

長
、
岡
本
専
門
研
究
員
を
講
師
に
迎
え

「
山
陰
の
海
の
特
徴
と
最
近
の
傾
向
に

つ
い
て
」
ま
た
「
漁
獲
物
の
鮮
度
保
持

に
つ
い
て
」
の
講
演
を
頂
き
、
参
加
者

は
、
近
年
変
化
し
続
け
る
海
の
様
子
ま

た
魚
価
向
上
に
繋
が
る
鮮
度
保
持
に
つ

い
て
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

　

引
き
続
き
第　

回
島
根
県
漁
青
連
通

16

常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全
議
案

と
も
承
認
さ
れ
総
会
は
終
了
し
た
。

島
根
県
小
型
機
船
漁
業
協
議
会

第　

回
通
常
総
会
開
催

１９

第　

回
島
根
県
漁
協

５２
女
性
部
連
合
会
通
常
総
会

第　

回
島
根
県
若
い
漁
業
者

１７
の
つ
ど
い
開
催

会　

長

副
会
長

　

〃

　

〃

吉
田
敬
治

山
根　

稔

中
島
幸
一

小
川
満
治

昭
吉
丸
（
和
江
）

玉
千
代
丸
（
仁
摩
）

昭
洋
丸
（
鳥
井
）

明
神
丸
（
恵
曇
）

理　

事

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃
監　

事

　

〃

　

〃

坂
根
康
平

月
森
隆
広

中
島
重
夫

辻　

俊
幸

松
村
孝
秋

森
山
洋
一

峠　

勝
憲

田
中　

登

中
島
典
生

千
賀
貴
志

水
川
俊
明

水
上
克
之

堀　

康
雄

幸
栄
丸
（
久
手
）

大
洋
丸
（
和
江
）

宝
吉
丸
（
和
江
）

五
十
猛
丸
（
五
十
猛
）

琴
代
丸
（
仁
摩
）

灘
富
丸
（
久
手
）

漁
神
丸
（
仁
摩
）

大
久
丸
（
久
手
）

幸
神
丸
（
和
江
）

み
つ
わ
丸
（
大
社
）

神
光
丸
（
和
江
）

三
和
丸
（
仁
摩
）

新
漁
丸
（
鳥
井
）


